
日 時 平成１８年５月２０日（土） １３時００分～１４時５０分
評議員会 １３時００分～１４時３０分
総 会 １４時３０分～１４時５０分

場 所 東京電機大学神田キャンパス７号館１階丹羽ホール

議 案
評議員会
総 会共通 第１号議案 平成１７年度事業報告承認の件

第２号議案 平成１７年度決算承認の件並びに監査報告
第３号議案 平成１８年度事業計画承認の件
第４号議案 平成１８年度予算承認の件

評議員会 第５号議案 理事・監事選出の件
第６号議案 役職理事承認の件

―― ※ ――

講演会
時 間 １５時００分～１６時３０分
場 所 東京電機大学神田キャンパス７号館１階丹羽ホール
講 師 工学博士 佐野彰一氏（東京電機大学客員教授）
演 題 「技術者の発想と行動」

～ホンダと東京電機大学での４５年を振り返って～

懇親会（立食パーティー）
時 間 １６時４５分～１８時１５分
場 所 東京電機大学神田キャンパス１１号館１７階大会議室
会 費 無 料

（講演者プロフィール）
佐野彰一（さの・しょういち）１９３７年 東京生まれ。
１９６０年東京大学工学部航空学科卒業，本田技研入社。技術研究所で F１メキ
シコ GP，イタリア GP優勝車を設計。１９７２年安全研究部門に移り１９８７年世
界初の四輪操舵を量産化。１９９１年ホンダ ASVプロジェクトリーダー。１９９９
年退職。２０００年から東京電機大学教授，工学博士。自動車技術会理事として
国際会議パネリスト・議長などを務め国際交流に貢献。米国運輸省から安全
技術功労賞，内閣総理大臣から発明賞，SAEから論文賞，自動車技術会か
ら技術貢献賞など受賞。

第１１６回 評議員会・第６１回 総 会
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（評議員会・総会共通 第１号議案）

平成１７年度事業報告

１．通常会員の増強

校友会は，言うまでもなく学校法人東京電機大

学と緊密に連携を保持しながら会員相互の親睦を

深めることを目的としており，そのためにはでき

るだけ多くの卒業生に会員となっていただくよう

努力する必要がある。

そこで，会費切れとなった卒業生に対し，以下

の事業を行い，会員拡張に努め，財政の健全化を

目指した。

（１）校友会と会員相互及び卒業生との連携強化

卒業生に対し積極的な広報活動を展開する目的

で校友会のホームページのリニューアルを図っ

た。

（２）会費収入の増加策

従前と同様に会費切れとなった会員や校友会支

部総会，学園主催のホームカミングの出席者に対

し校友会の PRを行うとともに，会費振込用紙の

配布を行い，会員の増員を図った。

（３）校友会員向けサービスの強化

伊豆長岡に宿泊協定施設を新たに加え会員向け

のサービス充実を図った。また，従前と同様に一

般社会人，卒業生，在学生を対象として，学園が

主催している公開講座等を校友会員が受講する際

に優待価格にて受講できるようにすることによ

り，校友会員への生涯学習の推進を図った。

（４）斡旋事業

従前と同様に次のことをおこなった。

・学園図書館の利用斡旋

・学術図書雑誌の購入斡旋

・法律，特許相談

・学園厚生施設利用斡旋

・校友会協定施設利用斡旋

・校友会員限定特別割引の斡旋

２．校友会活動の活性化

（１）支部活動の活性化

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がると言う考えのもと，ここ数年にわたっ

て新規支部の設立を目指してきた。その結果，長

崎県と熊本県の県支部が，平成１８年３月４日付け

で新たに設立された。これで未設立の県支部は，

東京都と岩手県のみとなった。

平成１７年度に開催された総会は次の通りであ

る。

①地方・県支部の総会開催（２２件）

石川県支部（５月２８日），埼玉県支部（５月２８

日），岐阜県支部（６月４日），神奈川県支部（６

月４日），長野県支部（６月１１日），千葉県支部（６

月１１日），茨城県支部（６月１８日），関西支部（６

月２５日），新潟電機会（８月２７日），青森県支部（８

月２７日），福井県支部（８月２８日），栃木県支部（１０

月１日），福島県支部（１０月１５日），山陰支部（１０

月１５日），宮崎県支部（１１月５日），鹿児島県支部

（１１月５日），新潟中央電機会（１１月１２日），佐賀

県支部（１１月１９日），三重県支部（１１月２６日），大

分県支部（１２月１０日），長崎県支部（３月４日），

熊本県支部（３月４日）

②職域（企業）電機会の総会開催（２１件）

春季商工懇話会（４月２３日），東光電気工事電

機会（５月１９日），東管東京東電機会（５月３１日），

東管神奈川電機会（６月３日），教職校友会神奈

川県支部（６月１７日），東管支部（６月２３日），教

職校友会（６月２５日），日本無線電機会（７月２０

日），大成建設電機会（７月２３日），鹿島建設電機

会（７月２５日），錦央電機会（９月１０日），東管東

京北電機会（９月２２日），東管千葉電機会（９月

２８日），戸田建設電機会（９月２８日），教職校友会

千葉県支部（１０月１日），秋季商工懇話会（１０月

７日），川北電気工業電機会（１０月２７日），関電工

電機会（１１月２５日），日本電波工業電機会（１月

１３日），電磁電機会（１月１４日），三菱電機会（３

月１８日）

③各同窓会の総会開催（３件）

大学同窓会（４月９日），電機学校同窓会（４

月１６日），中学・高等学校同窓会（５月１４日）

（２）同窓会活動への支援

大学同窓会，中学・高等学校同窓会，電機学校

同窓会の活動に対し，校友会員拡張活動を含め支

援した。

（３）留学生 OBとの連携

昨年度に引き続き，本学園の留学生で日本に居

住している卒業生と校友会準会員である在学中の

留学生との交流会を１２月１０日（土）に開催した。
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留学生の校友会に対する理解を深めると同時に，

学園への帰属意識の高揚を図った。

３．公益法人としての活動

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に会

員相互の親睦と研修を図る一方で，社団法人とし

て教育，学術，文化の発展に寄与することを目的

とする公益法人である。そのため，社会全般に対

する公益事業を積極的に実施することが望まれて

いるが，本年度は次の講演会・見学会等の開催・

共催を実施した。

（１）公開講演会関係（１０件）

・５月２８日「半導体材料の応用」平栗健二講師（東

京電機大学教授） 埼玉県支部主催

・６月４日「頭脳を鍛えて豊かな人生をゲットし

よう」小谷誠講師（東京電機大学教授） 岐阜

県支部主催

・６月４日「アフガニスタン復興支援での無線網

構築活動報告」中西洋史講師 神奈川県支部主

催

・６月１１日「外から人間の脳の働きを探る」根本

幾講師（東京電機大学教授） 千葉県支部主催

・６月１８日「科学技術と東京電機大学の将来」原

島文雄講師（東京電機大学学長） 茨城県支部

主催

・６月２５日「長寿の道は自立・自尊」河村剛史講

師（河村循環器クリニック院長） 関西支部主

催

・７月９日「脳を上手に育て鍛え幸せな人生を」

小谷誠講師（東京電機大学教授） 神奈川県支

部主催

・１０月１日「気功の話」町好雄講師（東京電機大

学教授） 栃木県支部主催

・１１月２６日「気功による健康法」町好雄講師（東

京電機大学教授） 三重県支部主催

・１１月２６日「ネットワーク技術の現状と将来動向」

宮保憲治講師（東京電機大学教授）神奈川県支

部主催

（２）見学会関係（７件）

・５月２９日「家族ぐるみ見学会」９３名 商工懇話

会主催

・９月９日「愛！！地球博 夢とロマンの未来の

旅」４０名 校友会主催

・１０月２３日「富士山レーダードーム館」４３名 電

機学校同窓会主催

・１０月２９日「山梨県立リニア見学センター＆万寿

園＆ぶどう狩り」７９名 校友会主催

・１１月２６日「千葉ニュータウンキャンパス」２１名

神奈川県支部主催

・３月４日「NBC長崎放送本社」３１名 長崎県

支部主催

・３月２８日「東京電機大学電磁実験室」５１名 東

管支部（技術研修会）主催

（３）協賛した事業（６件）

・ME講座 全１０回開催 （学園：エクステンシ

ョンセンター主催）

・マセマティカ講座 年２回開催 （学園：エク

ステンションセンター主催）

・第８回オーケストラを楽しもう （理工学部主

催）

・環境フォーラム 新規開催（理工学部主催）

・ロボット工作教室 年４回開催（学園：エクス

テンションセンター主催）

・大学院博士・修士論文発表会 （工学研究科主

催）

４．校友会創立１００周年記念事業

校友会は，明治４２年の発足以来，平成２１年に創

立１００周年を迎える。昨年に引続き校友会創立１００

周年記念事業・行事（年史，祝賀会，式典等）に

備えて準備金（２００万円）の積立を行った。その

結果，平成１７年度末現在で積立金額は，６００万円と

なった。

５．学園創立１００周年記念事業への協力

学園は，明治４０年９月に電機学校として設立さ

れ，平成１９年９月１１日には創立１００周年を迎える

ことになる。学園創立の記念となる周期の年には，

従来より校友会から学園の記念事業への援助を実

施しており，今回も学園創立１００周年にあたって

の援助金（１００万円）の積立を行った。その結果，

平成１７年度末現在の積立金額は，３００万円となっ

た。

また，学園との共催事業を検討し平成１８年９月

より全国６会場にて特別記念講演を展開すること

となった。
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６．学園との連携強化

（１）学生募集の支援

進学適齢人口の減少は急速に進行しつつあり，

本学においても教育研究の特色化，個性化をはか

り，また学部再編成等により社会への要求に応え

ようと努めているところである。

校友会としては，そのような状況を踏まえて，

学園の広報・推薦入試等，学生募集の支援を行っ

た。

（２）経営同友会への協力

経営同友会は本学園と産業界で活躍されている

校友の方々との間に産学協同ネットワークを構築

し，会員企業，学園並びに校友の発展を目指すこ

とを目的に設立された組織である。

校友会では，学園，校友との連携の重要性に鑑

みて，経営同友会の運営に協力した。

以上
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（評議員会・総会共通 第２号議案）

平成１７年度決算並びに監査報告

※その他収入…学園から工学情報発行・発送にかかわる補助
含む

平成１７年度収支計算書
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

一 般 会 計

収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．会 費 収 入
通常会員会費収入
予納会員会費収入

２．運 用 財 産 収 入
受取利息配当金収入
預託金運用収入

３．寄 付 金 収 入
広告寄付金収入
その他寄付金収入

４．雑 収 入
見学・講演会収入
※そ の 他 収 入

５．特定資産取崩収入
事業積立金特定資産取崩収入

６７，４４０，０００

９，０００，０００
５８，４４０，０００
１０，２００，０００

２００，０００
１０，０００，０００
３，０５０，０００

２，５００，０００
５５０，０００
４３０，０００

４００，０００
３０，０００

３，０００，０００

３，０００，０００

６５，９６７，３００

９，３００，９００
５６，６６６，４００
１０，２２６，４７６

２２６，４７６
１０，０００，０００
３，８７４，７２０

３，２５５，０００
６１９，７２０
７，４５５，８０９

５９２，０００
６，８６３，８０９
３，０００，０００

３，０００，０００

１，４７２，７００

△３００，９００
１，７７３，６００
△２６，４７６

△２６，４７６
０

△８２４，７２０

△７５５，０００
△６９，７２０

△７，０２５，８０９

△１９２，０００
△６，８３３，８０９

０

０

当 期 収 入 合 計 ８４，１２０，０００ ９０，５２４，３０５△６，４０４，３０５

前期繰越収支差額 ２１，７３３，１５８ ２１，７３３，１５８ ０

収 入 合 計 １０５，８５３，１５８１１２，２５７，４６３△６，４０４，３０５

期首残高 増 加 減 少 期末残高

準会員学校預託金 ２３８，５５２，８００ ６９，７０２，０００ ６９，６４４，０００ ２３８，６１０，８００

正会員学校預託金 ４８１，３９３，０５６ ６４，０４４，０００ ５６，６６６，４００ ４８８，７７０，６５６

学校預託金の内訳
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．事 業 費
会 報 発 行 費
名 簿 管 理 費
Web 情報発信サービス
支 部 援 助 費
そ の 他 事 業 費
同 窓 会 援 助 費

２．管 理 費
給 与 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費

３．特定資産繰入支出
校友会１００周年積立金繰入支出
学園１００周年積立金繰入支出

４．予 備 費

５９，５１５，０００

２１，８００，０００
７，９８７，０００
１，３６０，０００
１３，１００，０００
２，３２８，０００
１２，９４０，０００
２０，６０５，０００

６，０００，０００
６，１００，０００
３００，０００
１５０，０００
４，８５５，０００
９５０，０００
２００，０００
７００，０００
１，０００，０００
３５０，０００
３，０００，０００

２，０００，０００
１，０００，０００
１，０００，０００

５９，２１１，４８０

２６，２１３，１８４
６，９８０，５２５
９９７，５００

１１，３７５，６１４
２，４７８，２５７
１１，１６６，４００
１８，２２６，３０９

６，４６２，２５０
５，０７２，９２５
１５４，５００
５７，２８０

３，３６１，７８７
１，１０１，１９５
１７０，４１５
６４９，１５２
８７９，８７５
３１６，９３０
３，０００，０００

２，０００，０００
１，０００，０００

０

３０３，５２０

△４，４１３，１８４
１，００６，４７５
３６２，５００
１，７２４，３８６
△１５０，２５７
１，７７３，６００
２，３７８，６９１

△４６２，２５０
１，０２７，０７５
１４５，５００
９２，７２０

１，４９３，２１３
△１５１，１９５
２９，５８５
５０，８４８
１２０，１２５
３３，０７０

０

０
０

１，０００，０００

当 期 支 出 合 計 ８４，１２０，０００ ８０，４３７，７８９ ３，６８２，２１１

当 期 収 支 差 額 ０ １０，０８６，５１６△１０，０８６，５１６

次期繰越収支差額 ２１，７３３，１５８ ３１，８１９，６７４△１０，０８６，５１６
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（第２号議案関連）

貸借対照表
（平成１８年３月３１日現在）

一 般 会 計 （単位：円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部
１．流動資産
現金預金
未収入金

３１，６３５，６７４
６０４，０００

流動資産合計
２．固定資産
基本資産
金銭信託預金 ２，０００，０００

３２，２３９，６７４

基本財産合計 ２，０００，０００
その他の固定資産
器 具 備 品
器具備品減価償却累計額
準会員学校預託金
正会員学校預託金
事業積立特定資産
通常会員会費特定資産
校友会１００周年積立金
学園１００周年積立金
有価証券

４，９１４，３６８
△４，１３２，４５２
２３８，６１０，８００
４８８，７７０，６５６
１７，０２４，６５７
２４，２００，０００
６，０００，０００
３，０００，０００
２，４３０，８３０

その他の固定資産合計 ７８０，８１８，８５９
固定資産合計
資産合計

７８２，８１８，８５９
８１５，０５８，５３３

Ⅱ．負債の部
１．流動負債
未払費用
源泉預り金

３８０，０００
４０，０００

流動負債合計
２．固定負債
準会員前受金
正会員前受金

２３８，６１０，８００
４８８，７７０，６５６

４２０，０００

固定負債合計 ７２７，３８１，４５６
負債合計

Ⅲ．正味財産の部
正味財産
（うち基本金）
（うち当期正味財産増加額）

７２７，８０１，４５６

８７，２５７，０７７
（２，０００，０００）
（９，４００，１２１）

負債及び正味財産合計 ８１５，０５８，５３３
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（第２号議案関連）

正味財産増減計算書
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

一 般 会 計

増 加 原 因 の 部
科 目 金 額

会費収入
通常会員会費収入
予納会員会費収入
運用財産収入
受取利息配当金収入
預託金運用収入
寄付金収入
広告寄付金収入
その他寄付金収入
雑収入
見学・講演会収入
その他収入

６５，９６７，３００
９，３００，９００
５６，６６６，４００
１０，２２６，４７６
２２６，４７６

１０，０００，０００
３，８７４，７２０
３，２５５，０００
６１９，７２０

７，４５５，８０９
５９２，０００

６，８６３，８０９
増加原因の部合計 ８７，５２４，３０５

（単位：円）

減 少 原 因 の 部
科 目 金 額

事業費
会報発行費
名簿管理費
支部援助費
その他事業費
同窓会援助費
Web情報発信サービス
管理費
給 与 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費
減価償却額

５９，２１１，４８０
２６，２１３，１８４
６，９８０，５２５
１１，３７５，６１４
２，４７８，２５７
１１，１６６，４００
９９７，５００

１８，２２６，３０９
６，４６２，２５０
５，０７２，９２５
１５４，５００
５７，２８０

３，３６１，７８７
１，１０１，１９５
１７０，４１５
６４９，１５２
８７９，８７５
３１６，９３０
６８６，３９５

減少原因の部合計 ７８，１２４，１８４
当期正味財産増加額 ９，４００，１２１
前期繰越正味財産額 ７７，８５６，９５６
期末正味財産合計額 ８７，２５７，０７７

財 産 目 録
（平成１８年３月３１日現在）

一 般 会 計

資 産 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 基本財産
住友信託銀行貸付信託

Ⅱ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
�未収入金
２．固定資産
�学校預託金
準会員学校預託金
正会員学校預託金

�事業積立特定資産
�通常会員会費特定資産
�校友会１００周年積立金
�学園１００周年積立金
�器具備品
�有価証券

２，０００，０００
２，０００，０００

８１３，０５８，５３３
３２，２３９，６７４
３１，６３５，６７４
６０４，０００

７８０，８１８，８５９
７２７，３８１，４５６
２３８，６１０，８００
４８８，７７０，６５６
１７，０２４，６５７
２４，２００，０００
６，０００，０００
３，０００，０００
７８１，９１６

２，４３０，８３０
資 産 合 計 ８１５，０５８，５３３

（単位：円）

負 債 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 流動負債
�未払費用
�源泉預り金

Ⅱ 固定負債
�学校預託金
準会員前受金
正会員前受金

４２０，０００
３８０，０００
４０，０００

７２７，３８１，４５６
７２７，３８１，４５６
２３８，６１０，８００
４８８，７７０，６５６

負 債 合 計 ７２７，８０１，４５６
正 味 財 産 ８７，２５７，０７７
総 計 ８１５，０５８，５３３

監査結果

１．当法人の財産管理は正確である。

２．理事の業務執行は適法である。

平成１８年４月１１日

監事 峯 澤 意 卓 �
小 長 谷 登 �
窪 田 輝 巳 �
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（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．事業費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー
工学情報分担金
２．管理費

雑 費
３．奨学金貸付支出
４．特定資産繰入支出
５．予備費

１３，５００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，５００，０００
３００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

０

１，０００，０００

１２，２８３，８６２

４，０６０，２４９
３，７６６，２２２
２，５９７，３２１
５０，０００

１，８１０，０７０
７０，１３９

７０，１３９
３，７６１，８００

１２，６５５

０

１，２１６，１３８

２８９，７５１
５８３，７７８
△９７，３２１
２５０，０００
１８９，９３０
２９，８６１

２９，８６１
１，７３８，２００

△１２，６５５

１，０００，０００

当 期 支 出 合 計 ２０，１００，０００ １６，１２８，４５６ ３，９７１，５４４

当 期 収 支 差 額 ０ ４，６０８，６８４△４，６０８，６８４

次期繰越収支差額 ３，６１６，０８８ ８，２２４，７７２△４，６０８，６８４

準会員事業基金貸借対照表
（平成１８年３月３１日現在）

（単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ．資産の部
１．流動資産

現金預金 ８，２２４，７７２
流動資産合計

２．固定資産
その他の固定資産
奨学貸付金
準会員事業基金
その他の固定資産合計

８，２２４，７７２

２２，９７４，３９６
８４，６５２，３３１
１０７，６２６，７２７

固定資産合計 １０７，６２６，７２７
資産合計 １１５，８５１，４９９

Ⅱ．負債の部
１．流動負債
２．固定負債
Ⅲ．正味財産の部

正味財産
（うち当期正味財産増加額）

１１５，８５１，４９９
（３，７８７，１０９）

負債及び正味財産合計 １１５，８５１，４９９

準会員事業基金正味財産増減計算書
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

（第２号議案関連）

準会員事業基金収支計算書
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．運用財産収入
２．奨学金返済収入
３．預託金繰入収入

１０，５００，０００

４，０００，０００

５，６００，０００

１０，５４１，１１０

４，５９６，０３０

５，６００，０００

△４１，１１０

△５９６，０３０

０

当 期 収 入 合 計 ２０，１００，０００ ２０，７３７，１４０ △６３７，１４０

前期繰越収支差額 ３，６１６，０８８ ３，６１６，０８８ ０

収 入 合 計 ２３，７１６，０８８ ２４，３５３，２２８ △６３７，１４０

（単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ．増加原因の部
運用財産収入
基金利息収入
預託金運用収入
預託金繰入収入
増加原因の部合計

Ⅱ．減少原因の部
事 業 費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー
工学情報分担金
管 理 費
雑 費
減少原因の部合計

１０，５４１，１１０
５４１，１１０

１０，０００，０００
５，６００，０００
１６，１４１，１１０

４，０６０，２４９
３，７６６，２２２
２，５９７，３２１
５０，０００

１，８１０，０７０

７０，１３９
１２，３５４，００１

当期正味財産増加額 ３，７８７，１０９
前期繰越正味財産額 １１２，０６４，３９０
期末正味財産合計額 １１５，８５１，４９９
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（評議員会・総会共通 第３号議案）

平成１８年度事業計画

学園創立１００周年記念事業も着々と進み，いよ

いよ神田キャンパス再整備計画も具現化する年を

迎えます。また，学園創立１００周年の２年後（平

成２１年）には，社団法人東京電機大学校友会も創

立１００周年を迎えることになります。

平成１８年度は，特に学園創立１００周年記念募金

並びに記念事業に対する支援，協力を推進すると

共に，校友会員に対するサービス向上に努め，校

友会員（通常会員）の増強を目的に事業計画を策

定致します。

１．通常会員の増強について

校友会は，学園と緊密に連携を保持しながら会

員相互の親睦を深めることを目的としており，そ

のためにはできるだけ多くの卒業生に校友会員と

なっていただくよう努力しなければならない。

ついては，会費切れ卒業生に対し，次のような

事業を積極的に展開し，会員拡張に努め，財政の

健全化を図る。

（１）校友会と会員相互及び卒業生との連携強化

本年度より校友会のホームページが新しくな

り，新着情報管理ツールを付加して，トップペー

ジなどで紹介するWhat’s Newやイベント情報

など日々変化する情報を常に更新して情報提供が

できるようになった。

本年度は更に以下のツールを付加しホームペー

ジの機能充実を図り，卒業生に対し積極的な広報

活動や会員サービスを展開する。

a．情報更新ツール

商品紹介や実績紹介，クラス会の開催や報告，

見学会の開催や報告など様々な情報を一覧にして

詳細に表示する。

b．ショッピングカートツール

情報更新ツールと組み合わせて，オンラインシ

ョッピングができるようにする。

（２）会費収入の増加策

新たに組織管理委員会を設置し，委員会で会員

増強策等を検討する。検討事項は次の通りであ

る。

a．卒業年次生に対する校友会活動の広報並び

に校友会費の仕組み

b．予納会員に対する校友会事業・校友会活

動・会員サービスなどの方策

c．予納会員から通常会員への移行を円滑にす

る方策

d．会費切れの卒業生に対して会員継続の方策

e．校友会支部総会・学園主催のホームカミン

グの出席者に対する方策

f．その他会員増強策に必要と思われる事項

（３）職域電機会の新規設立

卒業生５０名以上が勤務する企業に対し，電機会

設立の要請を積極的に展開する。

２．校友会員に対するサービスの充実について

これまでの各種サービスを見直し，会員にとっ

て魅力あるサービスを展開する。

（１）会員向けの施設利用補助金額を見直し，会

員の特典をさらに充実する。

（２）各種優待サービスや料金割引サービスの提

（第２号議案関連）

準会員事業基金財産目録
（平成１８年３月３１日現在）

資 産 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
２．その他の固定資産
�奨学金貸付 ５４名
�準会員事業基金

８，２２４，７７２
８，２２４，７７２

１０７，６２６，７２７
２２，９７４，３９６
８４，６５２，３３１

資 産 合 計 １１５，８５１，４９９

（単位：円）

負 債 の 部
科 目 金 額

正 味 財 産 １１５，８５１，４９９
負 債 合 計 １１５，８５１，４９９
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供が可能な協力店及び施設や企業等の開拓

を図り会員登録のメリット増に努める。

（３）一般社会人，卒業生，在学生を対象に，学

園が主催している公開講座等を校友会員が

受講する際に，優待価格で受講できるよう

にし，校友会員の生涯学習の推進を図る。

（４）斡旋事業

a．学園図書館の利用斡旋

b．学術図書雑誌の購入斡旋

c．法律，特許相談の斡旋

d．学園厚生施設利用斡旋

e．校友会協定施設利用斡旋

f．校友会員限定特別割引の斡旋

（５）校友会会員証の検討

過去において会員証の発行を検討したが，実現

までには至らなかった。今後は，過去に検討した

内容について，再度検証し校友会会員証の発行を

検討する。

（６）校友会員へのメールアドレスの発行を検討

校友会員へのサービスの一つとしてメールアド

レス発行の可能性を検討し，開催通知などの郵送

費の削減化を目指す。

３．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として以下の事業を行う。

（１）支部活動の活性化

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がると言う考えのもと，ここ数年にわたっ

て支部の設立を展開し，平成１８年３月４日に長崎

県支部並びに熊本県支部の設立総会が開催され

た。

これにより全国で支部のない県は，岩手県のみ

となる。今後も引続き支部設立に向けて積極的な

活動をする。

（２）同窓会活動への支援

大学同窓会，中学・高等学校同窓会，電機学校

同窓会の活動に対し支援並びに協力する。

（３）職域電機会の活性化

職域電機会の積極的な活動を支援すると共に，

県支部との緊密な連携を保持し会員相互の親睦を

深めると共に職域電機会について校友会内規を検

討する。

（４）留学生 OBとの連携

昨年度に引き続き，本学園の留学生で日本に居

住している卒業生と校友会準会員である在学中の

留学生との交流会を開催する。これを通じて，留

学生の校友会に対する理解を深めると同時に，海

外支部の拠点作りの準備を行い学園への帰属意識

の高揚を図る。

４．公益法人としての活動

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に，

会員相互の親睦と研修を図る一方で，社団法人と

して教育，学術，文化の発展に寄与することを目

的とする公益法人である。

ついては，社会全般に対する公益事業を積極的

に実施するため，以下の講演会・見学会等の開

催・共催を実施する。

（１）公開講演会の主催，共催，後援（地方会場

での開催を含む）

（２）見学会の主催，共催，後援

特に毎年実施している校友会主催の見学会は，

事業計画内容をさらに充実し，工学情報や校友会

ホームページを介して，校友会員に広報すると共

に，学園創立１００周年特別企画として事業活動を

展開する。

（３）学園主催の公開講座（ME講座，マセマテ

ィカ講座，ロボット製作講座等）の協賛

（４）大学院博士・修士論文発表会協賛

（５）その他事業への支援

５．校友会創立１００周年記念事業

校友会は，明治４２年の発足以来，平成２１年に創

立１００周年を迎える記念事業として以下の事業を

推進する。

（１）校友会創立１００周年記念事業・行事（年史，

祝賀会，式典等）の計画・立案と推進を図

る。

（２）昨年度に引き続き，記念事業に備えて準備

金の積立を行う。

６．学園創立１００周年記念事業への協力

学園は，明治４０年９月に電機学校として設立さ

れ，平成１９年９月１１日には創立１００周年を迎える

ことになる。従来も校友会から学園の周年記念事

業へは寄付協力援助を実施しており，今回も学園
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創立１００周年にあたって下記の事業を行うと共に，

卒業生に課せられた寄付金の目標達成に協力す

る。

（１）学園創立１００周年記念事業にあたって，昨年

度に引き続き，援助金の積立を行う。

（２）学園創立１００周年記念事業に対し，創立１００

周年に相応しい事業が実施できるよう卒業

生向けの募金活動を総会，支部総会，全国

支部長会や職域電機会会長会等を通じ，積

極的に協力要請を行う。

（３）学園創立１００周年記念事業として，学園と卒

業生・企業との連携強化を推進するために，

かねてから検討途上にあって，懸案事項で

ある電子メールを利用した情報発信サービ

スについて，学園側との協議機関を設け実

施を検討する。

（４）学園創立１００周年記念講演の実施

学園・後援会・校友会との共催で，次の全国６

会場において学園創立１００周年記念公開講演を展

開する。

また，公開記念講演の開催に合わせて支部総会

並びに父母懇談会を開催していただくと共に，卒

業生及び在学生のご父母に対し学園創立１００周年

記念募金活動への協力を要請する。

札 幌 平成１８年９月２３日（土）

ホテルニューオータニ札幌

仙 台 平成１８年１０月２１日（土）

KKRホテル仙台

新 潟 平成１８年１０月２８日（土）

新潟ワシントンホテル

高 崎 平成１８年１０月２９日（日）

高崎サンパレス

福 岡 平成１８年１１月２６日（日）

博多エクセルホテル東急

名古屋 平成１８年１２月３日（日）

ホテル名古屋ガーデンパレス

７．学園との連携強化

学園の活動に対し側面からバックアップするた

め，以下の事業を行う。

（１）学生募集の支援

進学適齢人口の減少は急速に進行しつつあり，

学園においても学部・学科の再編成し教育研究の

特色化，個性化をはかり，社会への要求に応えよ

うと努めているところである。

校友会としては，そのような状況を踏まえて，

学園（入試センター）と調整を図り，推薦入試等，

学生募集を支援する。

（２）経営同友会の運営に協力

経営同友会は本学園と産業界で活躍されている

校友の方々との間に産学協同ネットワークを構築

し，会員企業，学園並びに校友の発展を目指すこ

とを目的に設立された組織である。

校友会では，学園，校友との連携の重要性に鑑

みて，学園の産官学交流センターと共に経営同友

会の運営に協力する。
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（評議員会・総会共通 第４号議案）

平成１８年度予算

平成１８年度収支予算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

一 般 会 計

収 入 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．会費収入
通常会員会費収入
予納会員会費収入
２．運用財産収入
受取利息配当金収入
預託金運用収入

３．寄付金収入
広告寄付金収入
そ の 他 収 入
４．雑収入
見学・講演会収入
そ の 他 収 入

５．特定資産取崩収入
事業積立金特定資産取崩収入

７４，１６０，０００

１２，０００，０００
６２，１６０，０００
１０，２００，０００

２００，０００
１０，０００，０００
２，６５０，０００

２，０００，０００
６５０，０００
５０５，０００

５００，０００
５，０００

３，０００，０００

３，０００，０００

６７，４４０，０００

９，０００，０００
５８，４４０，０００
１０，２００，０００

２００，０００
１０，０００，０００
３，０５０，０００

２，５００，０００
５５０，０００
４３０，０００

４００，０００
３０，０００

３，０００，０００

３，０００，０００

６，７２０，０００

３，０００，０００
３，７２０，０００

０

０
０

△４００，０００

△５００，０００
１００，０００
７５，０００

１００，０００
△２５，０００

０

０

当 期 収 入 合 計 ９０，５１５，０００ ８４，１２０，０００ ６，３９５，０００

前期繰越収支差額 ３１，８１９，６７４ ２１，７３３，１５８ １０，０８６，５１６

収 入 合 計 １２２，３３４，６７４１０５，８５３，１５８ １６，４８１，５１６

期首残高 増加 減少 期末残高

準会員会費学校預託金 ２３８，５５２，８００ ７１，０００，０００ ７０，０００，０００ ２３９，５５２，８００

正会員会費学校預託金 ４８１，３９３，０５６ ６４，０００，０００ ６２，１６０，０００ ４８３，２３３，０５６

学校預託金の内訳
（平成１８年３月末日参照）

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．事 業 費
会 報 発 行 費
名 簿 管 理 費
Web情報発信サービス
支 部 援 助 費
そ の 他 事 業 費
同 窓 会 援 助 費
２．管 理 費
給 料 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費

５．特定資産繰入支出
事業積立特定資産繰入支出
通常会員会費特定資産繰入支出
校友会１００周年積立金繰入支出
学園１００周年積立金繰入支出
４．予 備 費

６０，０１５，０００

２０，７２０，０００
７，１００，０００
１，２５５，０００
１４，８００，０００
３，６００，０００
１２，５４０，０００
２３，５００，０００

６，３００，０００
６，１００，０００
３００，０００
１５０，０００
４，８５０，０００
２，４００，０００
２００，０００
８５０，０００
１，７００，０００
６５０，０００

１８，０００，０００

１２，０００，０００
３，０００，０００
２，０００，０００
１，０００，０００
１，０００，０００

５９，５１５，０００

２１，８００，０００
７，９８７，０００
１，３６０，０００
１３，１００，０００
２，３２８，０００
１２，９４０，０００
２０，６０５，０００

６，０００，０００
６，１００，０００
３００，０００
１５０，０００
４，８５５，０００
９５０，０００
２００，０００
７００，０００
１，０００，０００
３５０，０００
３，０００，０００

０
０

２，０００，０００
１，０００，０００
１，０００，０００

５００，０００

△１，０８０，０００
△８８７，０００
△１０５，０００
１，７００，０００
１，２７２，０００
△４００，０００
２，８９５，０００

３００，０００
０
０
０

△５，０００
１，４５０，０００

０
１５０，０００
７００，０００
３００，０００

１５，０００，０００

１２，０００，０００
３，０００，０００

０
０
０

当 期 支 出 合 計 １０２，５１５，０００ ８４，１２０，０００ １８，３９５，０００

次期繰越収支差額 １９，８１９，６７４ ２１，７３３，１５８△１，９１３，４８４

支 出 合 計 １２２，３３４，６７４１０５，８５３，１５８ １６，４８１，５１６
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①同窓会
並びに電機会

②理事会 備考

推薦母体数 １１５件 １件

回
答
数

総 数 ６０件 １件
理事９名，
監事１名

候補者指名 ５件 １件

理事会一任 ５５件 ……

（評議員会 第５号議案）

理事・監事の候補者推薦について

【定款第１３条第１項第一号理事，第１６条監事】

１．候補者推薦母体（施行細則第３条）

候補者の推薦は，定款施行細則第３条の定める

ところにより以下のとおり

①同窓会並びに支部・電機会

②理事会

２．推薦状況

３．第６１１回定例理事会（５月９日開催）決定事項

候補者が監事改選については定数どおり１名で

あるが，理事改選については，８名に対し９名と

定数を上回ったため，慎重審議の結果，評議員会

には右記のとおり提案することを決定した。

（評議員会 第６号議案）

役職理事の推薦について

【定款第１３条第１項第二号理事】

１．平成１８年５月９日開催第６１１回定例理事会に

おいて推薦された理事

向芝京太（中学・高等学校生活指導部長）

（第４号議案関連）

評議員会における理事・監事の選出について

①候補者各位の心情等を配慮し，氏名は公表せ

ず人数のみとする。

②理事・監事選考委員会を設置し，当委員会に

選考を委ね，その結果を評議員会に報告し承

認を得る。

③理事・監事選考委員会の構成は，次のとおり

とする。各校（大学・短大・中学・高等学校，

電機学校）卒業者より各々２名，並びに議長，

理事長，常務理事の合計９名とする。

④各校卒業者の選考委員は同窓会を通じて当日

までに選出依頼し，評議員会において承認を

得る。

準会員事業基金収支予算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

収 入 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．運用財産収入
基金利息収入
預託金運用収入

２．奨学金返済収入
３．預託金繰入収入

１０，５００，０００

５００，０００
１０，０００，０００
４，０００，０００

６，０００，０００

１０，５００，０００

５００，０００
１０，０００，０００
４，０００，０００

５，６００，０００

０

０
０
０

４００，０００

当 期 収 入 合 計 ２０，５００，０００ ２０，１００，０００ ４００，０００

前期繰越収支差額 ０ ３，６１６，０８８△３，６１６，０８８

収 入 合 計 ２０，５００，０００ ２３，７１６，０８８△３，２１６，０８８

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．事業費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー等援助
工学情報分担金
２．管理費

雑 費
３．奨学金貸付支出
４．特定資産繰入支出
５．予備費

１３，５００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，５００，０００
３００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

０

１，４００，０００

１３，５００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，５００，０００
３００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

０

１，０００，０００

０

０
０
０
０
０
０

０
０

０

４００，０００

当 期 支 出 合 計 ２０，５００，０００ ２０，１００，０００ ４００，０００

当期繰越収支差額 ０ ０ ０

次期繰越収支差額 ０ ３，６１６，０８８△３，６１６，０８８

支 出 合 計 ２０，５００，０００ ２３，７１６，０８８△３，２１６，０８８
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会務報告（概要）

１．定例理事会

（議事録：「工学情報」に順次掲載済）

第６０２回・平成１７年４月１９日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１６年度決算の承認並びに監査報告に

ついて

議題３．平成１６年度事業報告の承認について

議題４．平成１７年度事業計画（見学会等）につい

て

議題５．評議員・理事・監事選出スケジュールに

ついて

第６０３回・平成１７年５月１７日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１７・１８年度評議員候補者について

議題３．第１１４回評議員会・第６０回総会について

議題４．平成１７年度会議予定について

第６０４回・平成１７年６月２１日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．第１１５回評議員会について

議題３．平成１７年度理事・監事候補者の推薦及び

就任日について

議題４．職域電機会の新規設立について

議題５．表彰について

第６０５回・平成１７年８月１日（月）

議題１．正・副理事長の選出について

議題２．委員会並びに業務分担について

議題３．平成１７年度支部長会開催について

第６０６回・平成１７年９月６日（火）

議題１．前々回議事録の承認

議題２．前回議事録の承認

議題３．全国支部長会の開催について

議題４．職域電機会の新規設立について

議題５．参与の委嘱について

第６０７回・平成１７年１０月２５日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１７年度上半期収支状況並びに監査報

告

議題３．職域電機会長会の実施について

議題４．年末役員懇談会の実施について

議題５．新規旅館との協定締結について（伊豆長

岡）

議題６．平成１７年度事業計画の実行担当について

議題７．理工学部主催「環境フォーラム２００５」へ

の協賛について

第６０８回・平成１７年１２月６日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．校友会ホームページのリニューアルにつ

いて

議題３．平成１８年度校友会年間会議予定について

議題４．留学生交流会の開催について

議題５．職域電機会長会の実施について

議題６．校友会理事会・委員会開催時の車代と夕

食の準備について

第６０９回・平成１８年２月２１日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１８年度事業計画案について

議題３．平成１８年度予算案について

議題４．長崎県支部・熊本県支部の新規設立につ

いて

議題５．評議員会・総会時の講演会講師について

議題６．学園創立１００周年記念講演会の開催に対

する協力について

２．評議員会・総会

（議事録：「工学情報」に掲載済）

第１１４回 評議員会 平成１７年５月２１日（土）

第６０回 総 会 平成１７年５月２１日（土）

第１１５回 評議員会 平成１７年７月１６日（土）

３．各委員会（省略）
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各校卒業者（住所判明者）並びに校友会員数
（平成１８年３月３１日現在）

電機学校 中学・高校 大学・短大 合計

住所判明者 ５，５５９ １１，０８０ ６１，０９２ ７７，７３１

会 員 数 １，０２１ ２，０８６ ２５，９５２ ２９，０５９

（備考）会員数＝会員台帳による数。最終卒業をもって正会員登録。

地 方 別 内 訳

県 名 住所判明者 会員数

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県

４９７
１８４
２４１
４３９
２１６
２１９
５６６
２，４７０
１，４２６
１，４４３
１６，０７９
９，３７４
２３，３７５
１０，１３０
８８６
６８７
２９０

１７６
７７
７６
１７７
６８
８９
２３９
９７０
５６１
６１６

６，６０１
３，８３７
８，４８４
３，２５８
３２４
２１０
９３

県 名 住所判明者 会員数

福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県

１００
６９４

１，４２４
２６３

２，０５６
８２８
２３７
８２
１２１
３０２
３３５
７２
６５
５１
６０
１６５
３７１

３９
２９４
４９２
８４
７１４
２６０
７２
２５
５５
１１０
１０６
１９
１６
１９
２４
４９
１３７

県 名 住所判明者 会員数

山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
そ の 他

１５６
１２３
１５３
１３９
１１６
３３４
７２
１２９
１０９
１２８
１１９
１３６
１３５
１３４

４９
４１
５５
４９
４０
１２５
１９
４７
４７
６４
３９
４４
４４
２５

合 計 ７７，７３１ ２９，０５９

（平成１８年３月３１日現在）
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平成１７年度開催 総会・クラス会

開催日 名 称

１７．４．２
〃 ９
〃 〃
〃 〃

〃 １６
〃 ２３
〃 〃
〃 〃
〃 ３０
５．１４
〃 〃
〃 〃
〃 １５

〃 １８
〃 １９
〃 ２１
〃 ２２
〃 ２３
〃 ２８
〃 〃
〃 〃
〃 ３０
〃 ３１
６．１
〃 ３
〃 ４
〃 〃
〃 〃
〃 １１
〃 〃
〃 １７
〃 １８
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 ２３
〃 ２５
〃 〃
〃 〃
７．７
〃 １６
〃 〃
〃 ２０
〃 ２３
〃 〃
〃 〃

〃 ２５
８．１３
〃 ２７
〃 〃
〃 ２８
９．２
〃 １０
〃 〃
〃 １８
〃 ２２
〃 ２４
〃 ２８

大学 S３９ 工学部第一部電子工学科卒クラス会
高校 S２９ 定時制電気科電気機器課程卒クラス会
大学同窓会総会
大学 S２７～H５ 工学部第一部・第二部電気通信工学科・H６～１７
工学部第一部・第二部情報通信工学科卒合同クラス会
電機学校同窓会総会
工専 S１６～２６ 電気科・S２３～２６ 電気通信科卒合同クラス会
商工懇話会春季総会
高校 S３６ 全日制普通科１組卒クラス会
高校H３ 全日制電子科１組卒クラス会
中学・高等学校同窓会総会
大学 S３６ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
大学 S３６ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
高校 S２７ 定時制電気科電力課程１組～２組・電気科電気機器課
程・電気科電気通信課程卒合同クラス会
一工 S２３ 第１本科電気科卒クラス会
東光電気工事電機会総会
校友会第１１４回評議員会・第６０回総会
高校 S２７ 全日制電気科電力課程３組卒クラス会
大学 S３１ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
石川県支部総会
高校 S２６ 定時制電気科電力課程２組卒クラス会
埼玉県支部総会
大学 S３４ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
東管支部東京東電機会総会
大学 S３１ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
東管支部神奈川電機会総会
短大卒業生の会（縦の会）総会
岐阜県支部総会
神奈川県支部総会
長野県支部総会
千葉県支部総会
教職校友会神奈川県支部総会
工学部建築学科縦の会（ABUの会）
大学 S５５ 工学部第一部建築学科卒クラス会
茨城県支部総会
大学 S４０ 工学部第一部電子工学科卒クラス会
東管支部総会
高校 S３４ 全日制電気科電力課程２組卒クラス会
関西支部総会
教職校友会総会
工専 S２３ 電気科卒クラス会
校友会第１１５回評議員会
高校 S２６ 全日制電気科通信課程卒クラス会
日本無線電機会総会
大成建設電機会総会
高校 S４２ 全日制普通科２組卒クラス会
工専 S２５ 電気科・大学 S２７ 工学部第一部電気工学科卒合同クラ
ス会
鹿島錦会総会
大学H４ 理工学部建設工学科卒クラス会
青森県支部総会
新潟電機会総会
福井県支部総会
電機学校 S２７（９月）夜間部高等科通信科卒クラス会
高校 S２６ 全日制電気科電力課程１組卒クラス会
錦央電機会総会
高校 S５５ 全日制機械科卒クラス会
東管支部東京北電機会総会
大学 S５０ 工学部第一部建築学科卒クラス会
東管支部千葉電機会総会

開催日 名 称

９．２８
〃 ２９
〃 〃
１０．１
〃 〃
〃 〃

〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 ７
〃 ８
〃 １５
〃 〃
〃 １６
〃 ２１
〃 ２２

〃 〃
〃 〃
〃 ２６
〃 ２７
〃 ２８
〃 ３０
１１．５
〃 〃
〃 〃

〃 １１
〃 １２
〃 １９
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 ２０
〃 ２１
〃 ２３
〃 ２５
〃 〃
〃 ２６
〃 〃

〃 〃
１２．３
〃 〃
〃 １０
〃 １３
〃 １７
〃 ２１

１８．１．２８
〃 〃

２．１８
〃 １９
３．４
〃 〃
〃 〃
〃 １８
〃 〃
〃 ２４
〃 〃

戸田建設電機会総会
大学 S３２ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
高校 S２６ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
栃木県支部総会
大学 S４２ 工学部第一部機械工学科卒クラス会
大学 S３３ 工学部第一部電気工学科・電気通信工学科・工学部第二
部電気工学科卒クラス会
高校 S３７ 定時制電気科電力課程卒クラス会
教職校友会千葉県支部総会
高校 S４３ 全日制普通科２組卒クラス会
商工懇話会秋季総会
高校 S４４ 定時制電気科・電子科卒合同クラス会
山陰支部総会
福島県支部総会
工専 S２４ 電気科卒クラス会
二工 S２４ 第１本科電気科４組卒クラス会
大学 S３５ 工学部第一部電気工学科・電気通信工学科卒合同クラス
会
一工 S２０ 第２本科電気科卒クラス会
高校H１６ 全日制普通科１組～３組卒合同クラス会
工専 S２６ 電気科卒クラス会
川北電気工業電機会総会
大学 S３６ 工学部第二部電気工学科卒クラス会
大学 S４６ 工学部第二部電気工学科卒クラス会
宮崎県支部・鹿児島県支部合同総会
高校H３ 全日制普通科３組卒クラス会
大学H２～H１４ 理工学部応用電子工学科・H１５～H１７ 理工学部
電子情報工学科卒合同クラス会
高校 S３４ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
新潟県央電機会総会
佐賀県支部総会
高校 S３５ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
短大 S３３ 電気科卒クラス会
高校 S４５ 定時制電気科・定時制電子科卒合同クラス会
二工 S２４ 第１本科電気科卒クラス会
高校 S３１ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
短大 S３４ 電気科卒クラス会
関電工電機会総会
一工 S１８ 第１本科電気科卒クラス会
三重県支部総会
大学 S５６～H１４ 理工学部建設工学科卒・H１５～H１７ 理工学部建
設環境工学科卒合同クラス会
高校 S３５ 全日制電気科電力課程２組卒クラス会
高校 S３４ 全日制電気科電気通信課程２組卒クラス会
高校H１７ 全日制普通科１０組卒クラス会
大分県支部総会
高校 S４１ 定時制電気科電力課程１組卒クラス会
大学 S４１ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
大学 S４０ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
高校 S４２ 全日制電子科２組卒クラス会
短大 S３５ 電気科卒・大学 S３８ 工学部第二部電気工学科卒合同ク
ラス会
高校 S４８ 全日制電子科１組卒クラス会
大学 S３１ 工学部第二部電気工学科卒クラス会
長崎県支部総会
熊本県支部総会
大学 S６０ 工学部第一部応用理化学科卒クラス会
三菱電機会総会
大学 S４２ 工学部第一部応用理化学科卒クラス会
高校H１４ 全日制普通科卒合同クラス会
大学 S２９ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
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